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気合νを入れτ
“火併用心"

=消防出初め式(1月18日)=

大手通りでは、永野市長などの見守る観閲席の前でまとい振りを(市役所前)

、

恒例の上田市消防出初め式が、 1月19日に行われま

した。消防団員、婦人消防隊、幼年消防クラブなどを

中心に、総勢1，800人が参加。まずー中グラウンドに集

合し、まといの振 1)初めなどが行われたあと 、梅野町

から大手通り、そして上回城跡公園まで、堂々の市中

パレー ド。途中、第8分団のはしご乗りなども披露さ

れ、沿道には多数の市民ヵ、見守っていました。

明思いやりHはお年寄りへの贈り物

豊かな長寿社会お手伝いします

2--5 

人口 (1月1B現{f)/120.070人(+58)男/58，688人(+31)女/61.382人(+27)世帯/39，797人(+26)( )内は前月比



“思Vやり"は
お年寄りへの贈り物
豊かな長寿社会お手伝いします 4

聞い合わせ

高齢者福祉課(内線1622)

市では、 4月29日に狙り暮らし老人など

のだめの「緊急通報装置」を設置し、お年

寄りの疋めの福祉サービスを充実させまし

定。しかし、とかく近所のことなどは無関

山な現代、いちばんさみしい思いをしてい

るのは、強り暮らしなどの老人ではないで

しょうか。今こそ、お年寄りへのふれあい、

思いやりが大切なときだと患います。今回

は、老人に対する施策とともに、 r，3¥れあ

し¥jについて特集しましだ。

広謡うえだ4.2. 1 (2) 



リポート
、温かいふれあいH

こ
こ
で
は
、
お
も
に
独
り
暮
ら
し
…

始
め
て
か
ら
五
十
二
年
に
な
る
下
紺

ゃ
、
寝
疋
き
り
の
お
年
寄
り
を
、
地
い

屋
町
に
は
、
普
か
ら
近
所
づ
き
あ
い

域
な
ど
周
り
の
人
た
ち
の
温
か
い
山
一

を
し
て
い
る
家
が
い
っ
ぱ
い
。
な
に

で
見
守
ら
れ
、
ま
芝
町
け
合
っ
て
生
一

か
に
つ
け
て
近
所
の
人
た
ち
が
気
を

活
し
て
い
る
事
例
を
リ
ポ
ー
ト
し
ま
一

配
っ
て
く
れ
ま
す
。
若
い

こ
ろ
か
ら

し
だ
。

い
の
親
し
い
友
人
も
、
暇
を
見
つ
け
て

-
は
上
原
さ
ん
の
も
と
へ
遊
び
に
来
ま

‘，，，
E・
E・
-
E，
い
す
。
「
友
だ
ち
と
、
の
ん
び
り
お
茶
を

4
・
・
E
・
E
・
-
-
-
-
-
-
-
-
司

い
飲
み
な
が
ら
、
昔
話
に
花
を
咲
か
せ

一
る
の
が
楽
し
く
て
:・
」
と
上
原
さ
ん
。

い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
に
・

めい

、
週
に

一
回
、
姪
に
連
れ
て

見
守
ら
れ
て

-
い
っ
て
も
ら
う
風
呂
も
、
楽
し
み
の

独
り
暮
ら
し
を
し
て
い
る
上
原
と

…

一
つ
。
風
呂
で
も
、
必
ず
い
っ
し
ょ
に

志
さ
ん
(
幻
歳

・
下
紺
屋
町
)
は
咋

い
な
る
友
だ
ち
が
い
て
、
「
お
互
い
に
、

年
、
け
が
を
し
て
入
院
。
退
院
し
て

い
た
ま
に
顔
を
出
さ
な
い
と
き
は
心
配

か
ら
一
時
期
、
妹
の
家
族
の
も
と
で
一
に
な
る
ん
で
す
よ
」
と
。

生
活
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
体

い

も
と
も
と
外
に
出
る
の
が
好
き
な

調
も
良
く
な
り
、
下
紺
屋
町
の
白
宅

一
上
原
さ
ん
。
現
在
は
一

人
歩
き
は
危

に
一
民
っ
て
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
住
み
い
い
の
で
、
自
分
か
ら
外
に
は
出
な
い

一
よ
う
に
し
て
い
ま
す
が
、
以
前
は
外

い
を
歩
い
て
い
る
と
、
近
所
の
人
た
ち

い
が
心
配
し
て
芦
を
か
け
た
り
、
い
つ

い
し
ょ
に
つ
い
て
行
っ
て
く
れ
た
り
、

い

寸
と
に
か
く
、
身
内
は
も
ち
ろ
ん
、

…
近
所
が
い
い
人
た
ち
ば
か
り
で
:・
幸

.
せ
も
ん
で
す
」
と
、
上
原
さ
ん
。

近
所
の
中
学
生
が

ご
み
捨
て
を

黒
田
仁
太
郎
さ
ん

(幻
歳

・
上
紺

屋
町
)
は
、
現
在
、
姉
の
ツ
子
さ
ん

一
地
域
の
お
年
寄
り
と
も
密
接
な
関
係

い
に
あ
る
民
生

・
児
童
委
員
。
問
委
員

・
を
も
う
二
十
年
近
く
勤
め
る
甲
田
千

一一
津
さ
ん

(ω
歳

・
五
加
)
か
ら
、
・
こ

.

(的
歳
)
と
二
人
で
暮
ら
し
て
い
ま

い
ん
な
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

一
す
。
四
年
ほ
ど
前
に
黒
田
さ
ん
は
、
い

現
在
、
団
地
で
独
り
暮
ら
し
を
し

-

t
内
き

一
足
が
不
自
由
に
な
り
、
通
院
し
て
い

・
て
い
る
九
貫
キ
ク
さ
ん
(
邸
哉

・
五

…
ま
し
た
。
今
で
は
、
ゆ
っ
く
り
で
す

い
加
)
は
、
自
分
の
こ
と
は
す
べ
て
白

一
が
、

歩
け
る
状
持
た
。
一
方
、
姉
の

い
分
で
や
る
と
い
う
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。

一
ツ
子
さ
ん
は
、
脊
椎
を
傷
め
て
寝
た

い
以
前
に
体
を
悪
く
し
て
、
病
院
へ
通

い
き
り
の
状
態
で
す
。
黒
田
さ
ん
が
足

い
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
今
で
は

い
を
悪
く
し
た
と
き
か
ら
、
ホ
ー
ム
へ
い

い
ろ
い
ろ
な
所
へ
歩
い
て
買
い
物
に

い
ル
バ

l
が
週
三
回
、
身
の
回
り
の
お

ソ
も
行
き
、
裁
縫
を
し
た
り
、
庭
で
は

い
世
話
を
し
て
い
ま
す
。

一
少
量
で
す
が
、
野
菜
の
栽
培
も
。
そ

一

も
と
も
と
病
弱
で
、
入
退
院
を
繰

一
し
て
九
貫
さ
ん
は
、
も
う
何
年
も
前

.
り
返
し
て
い
た
ツ
子
さ
ん
の
世
話
を

一
か
ら
近
く
の
神
社
の
掃
除
を
し
て
お

…
ず
っ
と
し
て
き
た
黒
田
さ
ん
。
約
四

い
り
、
地
域
の
人
た
ち
に
と
て
も
親
し

…
年
前
か
ら
、
近
所
に
住
む
中
学
二
年

了
ぶ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
九
貫
さ
ん

…
生
の
女
の
子
が
、
自
主
的
に
黒
田
さ

…
に
長
寿
の
敬
老
祝
金
が
贈
ら
れ
た
と

…
ん
宅
の
ご
み
を
毎
回
出
し
て
い
る
と

…
き
も
、
自
分
が
い
た
だ
く
よ
り
地
域

…
の
こ
と
で
す
。
「
一
日
も
欠
か
さ
ず
ゃ

い
の
た
め
に
:
と
、
地
元
に
寄
付
を
さ

い
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
申
し

・
れ
て
、
た
い
へ
ん
喜
ば
れ
ま
し
た
。

…
訳
な
く
て
・:
」
と
。
ま
た
、
買
い
つ

い

あ
る
と
き
、
甲
田
さ
ん
が
体
調
を

…
け
の
薬
屋
や
お
茶
屋
の
か
た
が
た
も
、一

崩
し
た
際
に
は
、
心
配
し
て
よ
う
す

…
二
人
の
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
気
に
か
け

一
を
見
に
行
っ
た
り
も
:・
。
と
に
か
く

い
て
く
れ
ま
す
。
「
と
て
も
感
謝
し
て
い

一
独
り
暮
ら
し
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
九

一
ま
す
」
と
語
る
黒
田
さ
ん
で
し
た
。

-
貰
さ
ん
は
き
ち
ん
と
し
て
お
り
、
ま

一
た
優
し
さ
を
持
っ
た
お
年
寄
り
で
す
。

…

こ
の
ほ
か
に
も
、
お
年
寄
り
と
の

い
ふ
れ
あ
い
の
例
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

・
す
。
一

人
暮
ら
し
の
か
た
、
寝
た
き

い
り
の
か
た
に
限
ら
ず
、
人
間
に
と
っ

…
て
披
終
的
に
大
事
な
も
の
は
、
思
い

い
や
り
の
心
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

人
知
れ
ず
、

黙
々
と

神
社
掃
除

行
政
と
地
域
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、

広報うえだ4.2.1(3) 



上田市の

在宅福祉サービス

-
ホ

l
ム
へ
ル
パ

l
派
遣

日
常
、
身
体
介
護
や
家
事
の
援
助
が
必
要
な
家
庭

に
、
必
要
な
と
き
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
が
訪
問
し
ま
す
。

対
象
・
・・
お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の
老
人
世
帯

費
用
:・
所
得
税
額
に
応
じ
て
五
段
階
二
時
間
当
た

り
無
料
l
六
百
五
十
円
)

-
短
期
保
護

一
時
的
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
で
お
預
り

し
ま
す
。
原
則
と
し
て
七
日
以
内
。

対
象
:・
お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の
寝
た
き
り
ま
た

は
痴
ほ
う
性
老
人
の
か
た

費
用
・・・
食
事
代
な
ど
の
実
質
分
を
負
担

・
デ
イ

・
サ
ー
ビ
ス

日
常
生
活
に
支
障
が
あ
る
老
人
な
ど
に
対
し
て
、

テ
イ

・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

(常
磐
城
三

・
8
⑫

4

1
1
9
)
に
お
い
て
、
入
浴
、
給
食
、
健
康
チ
ェ

ッ

ク
ほ
か
各
種
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

対
象
:・
六
十
五
歳
以
上
で
日
常
生
活
を
営
む
の
に
支

障
の
あ
る
か
た

費
用
・・
・給
食
な
ど
の
実
費
分
を
負
担

・
デ
イ
・
ホ
ー
ム

在
宅
で
介
護
を
受
け
て
い
る
高
齢
者
に
、
デ
イ

・

ホ
l
ム
「
さ
っ
さ
の
闇
」
(常
磐
城
三

・
⑫

6
6
7
4
)

で
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

対
象
・
:
お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の
介
護
が
必
要
な

老
人

費
用
・
:
所
得
税
額
に
応
じ
て
三
段
階

(
一
日
当
た
り

無
料
1
六
百
円
)

-
日
常
生
活
用
具
の
貸
与

(給
付
)

自
宅
で
寝
た
き
り
の
か
た
に
、
特
殊
寝
台
、
マ

ッ

ト
レ

ス
、

エ
ア

l
・
パ
ッ
ト
な
ど
を
貸
与

(給
付
)

し
ま
す
。

対
象
:
・お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の
寝
た
き
り
の
か

た
で
、
低
所
得
の
世
帯
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ム
の
万

市
シ

田
隈

上
迅

」

贈

近
年
、
核
家
族
化
が
ま
す
ま
す
進
み
、
そ
れ

に
伴

っ
て
、
独
リ
暮
ら
し
の
老
人
が
増
え
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
お
年
寄
り
た
ち
が
、
急
病
や
災

害
な
ど
の
緊
急
時
に
「
独
り
暮
ら
し
」
で
あ
る

た
め
に
、
救
急
や
救
助
が
手
遅
れ
と
な
る
例
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

市
で
は
、
独
り
暮
ら
し
老
人
な
ど
の
、
緊
急

時
に
お
け
る
連
絡
や
、
日
常
生
活
の
相
談
を
密

接
に
図
り
、
救
急

・
救
助
活
動
を
円
滑
に
進
め
、

お
年
寄
り
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

「緊
急

通
報
装
置
設
置
卒
業
」
を
始
め
ま
し
た
。
す
で

緊急通報装置の貸与条件

区 手ト 条 イ牛

電話料金(基本料、逸話料
利用者負担

など)、電気料

端末機器代金 市負担

端末機器取り付け ・取外 (所得制限額を越 |

し代金 える人は除<)

データ登録料、 電池交換
市負 担

など消耗品代

対象者 l人につき

協力員の確保
3人確保
( I人は担当民生・
児童委員)

一一緊急通報装置の各世帯に貸与され

る電話機。「緊急」、r相談」の各ボタ

ンが付き、その他の機能も充実。

広報うえだ4.2.1 [4) 

』川ゴ

に

一
月
二
十
九
日
に
稼
動
式
総

w
ぃ
、
平
成
四

年
度
で
は
百
台
、
平
成
五
年
度
に
三
百
台
、
同

六
年
度
に
二
百
台
を
設
置
す
る
予
定
で
す
。

発
信
者
の
通
報
は
消
防
本
部
へ

こ
の
装
置
は
、
設
置
を
希
望
す
る
独
り
暮
ら

し
老
人
な
ど
の
世
帯
に
貸
与
さ
れ
ま
す
。

こ
れ

は
、
「
緊
急
ボ
タ
ン
」
と

「相
談
ボ
タ
ン
」
の
付

い
た
電
話
機
や
、
也
話
機
と
コ
ー
ド
で
接
続
さ

れ
、
緊
急
時
に
す
ぐ
手
元
で
押
せ
る

「
手
元
緊

急
ボ
夕
、/
」
の
ほ
か
、
首
に
掛
け
て
常
に
携
帯

で
き
る
「無
線
型
ペ
ン
ダ
ン
ト
¥

室
温
が
七
十

度
以
上
に
な
る
と
自
動
的
に
感
知
す
る

「
火
災

セ
ン
サ
ー
」
な
ど
の
発
信
装
置
が
あ
り
、
こ
れ

ら
は
す
べ
て
消
防
本
部
に
接
続
さ
れ
ま
す
。
一

方
、
消
防
本
部
に
は
、
発
信
装
置
か
ら
の
通
報

を
受
け
る

「受
信
装
置
」
が
あ
り
、
こ
れ
に
は

発
信
者
の
氏
名
、
住
所
、
年
齢
、
自
宅
周
辺
の

地
図
な
ど
が
入
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
発
信
者
か

ら
の
通
報
で
、
救
急
車
や
消
防
車
の
出
動
な
ど
、

緊
急
時
に
適
切
な
対
応
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
発
信
者
側
の
電
話
機
の

「
相
談
ボ
タ

ン
」
は
、
押
す
と
高
齢
者
福
祉
課
に
つ
な
が
り
、ヘ



ターのリハビリ体操

-
入
浴
サ
ー
ビ
ス

家
庭
で
の
入
浴
が
困
難
な
か
た
に
、

無
料
で
送
迎
し
て
、
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を

し
ま
す
。

対
象
・:
寝
た
き
り
で
、
家
族
だ
け
で
は

入
浴
が
困
難
な
か
た

-
布
団
丸
洗
い
乾
燥

寝
た
き
り
老
人
の
寝
具
を
乾
燥
殺
菌

し
、
衛
生
的
な
環
境
づ
く
り
を
し
ま
す
。

対
象
・
・・お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の
寝

た
き
り
の
か
た
が
い
る
低
所
得
の
家
庭

・
家
庭
介
護
者
慰
労
金

在
宅
の
寂
た
き
り
老
人

・
痴
ほ
う
性
老
人
の
介
護

者
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
:
・六
十
五
歳
以
上
の
寝
た
き
り
老
人

・
痴
ほ
う

性
老
人
を
六
か
月
以
上
介
護
し
て
い
る
か
た

※
所
得
税
控
除
の
た
め
の
特
別
障
害
者
(
寝
た
き
り
・

痴
ほ
う
)
の
証
明
は
、
高
齢
者
福
祉
課
で
認
定
し
て

い
ま
す
の
で
、
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

-
訪
問
相
談
員

看
護
婦
の
資
格
を
持
っ
た
職
員
が
訪
問
し
ま
す
。

対
象
・
:
六
十
五
歳
以
上
の
独
り
暮
ら
し
の
か
た

-
火
災
報
知
器
給
付

独
り
暮
ら
し
老
人
を
火
災
か
ら
守
り
、
生
活
の
安

定
を
図
り
ま
す
。

対
象
:
・
六
十
五
歳
以
上
の
低
所
得
の
か
た

費
用
・・・
設
置
後
の
維
持
管
理
費
は
本
人
が
負
担

・
福
祉
電
話

独
り
暮
ら
し
老
人
の
孤
独
感
の
解
消
、
安
否
の
確

認
、
緊
急
時
の
連
絡
な
ど
に
ご
利
用
を
。

対
象
・
:
六
十
五
歳
以
上
で
、
近
隣
に
縁
故
者
の
い
な

い
低
所
得
の
か
た

費
用
・
・
・
基
本
料
金
、
通
話
料
は
本
人
が
負
担
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職
員
が
日
常
生
活
に
お
け
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

回
歳
以
上
の
独
り
暮
ら
し
が
中
心

緊
急
通
報
装
置
設
置
の
対
象
者
は
、
独
り
暮

ら
し
で
①
六
十
五
歳
以
上
の
老
人
②
重
度
の
身

体
障
害
者
の
か
た
で
す
。
そ
の
他
、
①
や
②
と

ー一一一上田市緊急通報システムのあらまし一一一

消防本部

同
等
と
認
め
ら
れ
る
か
た
。
ま
た
、
貸
与
の
際

の
条
件
(
四
ペ
ー
ジ
上
段
の
表
)
や
所
得
制
限

が
あ
り
ま
す
(
対
象
世
帯
の
生
計
中
心
者
の
前

年
分
所
得
税
額
が
十
九
万
八
千
一
円
以
上
の
場

合
は
全
額
自
己
負
扱
)。
手
続
き
、
そ
の
他
詳
し

く
は
高
齢
者
福
祉
課
ま
で
ど
う
ぞ
。

専
用
回
線

『。

救急車・
消防車出動

様態確認の
ため出向く

… 置 1・・--
~\ 周守「

一
職員

高齢者福祉課

皇
民生・児童委員

( 1人)
協力員

( 2人)
相談
対応 相談窓口
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丸圃

て大歓迎就任祝っ
羽田大臣、喜びのお国入り

上
田
市
出
身
で
、
県
内
で
は
戦
後
初
の

ヲ
白E
L

大
蔵
大
臣
に
就
任
し
た
羽
田
孜
大
臣
が
、

一
月
十

一
日
、
お
国
入
り
を
し
ま
し
た
。

J

R
上
田
駅
前
で
は
、
大
蔵
大
臣
就
任
の

駅
前
歓
迎
会
が
行
わ
れ
、
ロ
ー
タ
リ
ー
を

埋
め
尽
く
し
た
多
数
の
人
び
と
が
、
大
臣

夫
妻
を
駄
迎
。

こ
の
あ
と
市
消
防
音
楽
隊

の
演
奏
で
、
市
民
会
館
ま
で
中
心
街
を
パ

レ
ー
ド
し
ま
し
た
。
続
い
て
市
民
会
館
で

は
、
大
議
大
臣
就
任
上
小
地
区
祝
賀
会
が

行
わ
れ
、
千
六
百
人
以
上
が
参
加
。
吉
村

知
事
、
永
野
市
長
な
ど
多
数
の
関
係
者
が

出
席
の
な
か
で
羽
田
大
臣
は
「
大
蔵
省
は

と
て
も
間
口
の
広
い
所
で
び
っ
く
り
。
今

後
も
全
力
で
取
り
組
む
」
と
述
べ
ま
し
た
。

-つよめ

p

官
同覚

私

自の歳nu 
D』

平成4年の成人式が 1月15日、市民会館で約1，2

00人が出席して聞かれました。今年は、従来の式

典や講演の前に、農協会館での交流会があり、懐

かしい顔を合わせた新成人同志の輸があちこちに

できていました。

[6) 
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農
民
美

実術

空広り
房M.S毛

ZZさ

占い...
ン」

上
回
を
代
表
す
る
伝
統
工
芸
寸
農
民
美
術
、

こ
の
魅
力
を
た
く
さ
ん
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、

後
継
者
を
育
て
よ
う
と
、
農
民
美
術
家
の
徳
武

忠
造
さ
ん
(
三
十
九
歳

・
野
竹
)
が
、
こ
の
ほ

ど
、
自
宅
の
工
房
を
改
築
し
た
「
コ
ゲ
ラ
の
里

工
房
」
を
聞
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
県
の
「
匠
の
里
モ
デ
ル
工
房
施
設

整
備
事
業
」
に
認
定
さ
れ
た
も
の
で
、
工
房
は
木

郎
の
実
習
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
作
品
が
出
来
上
が
る
ま
で
の
展
示
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。
実
習
コ

l
ス
は
四

コ
ー
ス

が
用
意
さ
れ
、
月
二

i
四
回
の
ペ

ー
ス
で
指
導

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
農
民
美
術
に
つ
い
て
は
、
「
上
一図

と
い
う
産
地
を
く
ず
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で

大
切
に
し
て
い
き
た
い
。
素
朴
で
良
い
も
の
を

作
る
こ
と
に
心
掛
け
た
い
」
と
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
問
い
合
わ
せ
は
寸
コ
ゲ
ラ
の
里
工
房
」

(包
⑫
2
3
0
4
)
ま
で
。



縁起の護符

買い求め

今年も 1月7日、8日に信濃

問分寺で八日堂織目が聞かれま

した。境内は人出の山、山…。

本尊の名に由来のある護符「蘇

民将来符J やダルマなどを買い

求める人でにぎわいました。

'
央
指
捻
慰
霊
暴
露
務
委
委

3上

⑫ 

秋

手口

の
巻

λ 
詩人佐藤容夫も訪れr秋一日のうた」を残す

詩
人
滝
沢
秋
焼
金
生
む

秋
和
の
地
名
が
初
め
て
文
献
に
現
れ
る
の
は

戦
国
時
代
の
長
平
二
年
二
四
八
八

)
で
す
か

ら
、
長
い
歴
史
の
あ
る
村
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

村
で
は
江
戸
時
代
の
こ
ろ
か
ら
上
回
紬
が
織

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
幕
末
期
に
は
蚕
種
製
造

も
践
ん
に
な
り
、
上
国
領
内
で
第
二
位
の
量
を

製
造
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

同
道

一
八
号
か
ら
旧
道
(
北
国
街
道
)
に
入

り
ま
す
と
正
悩
寺
が
あ
り
、
境
内
に
は
究
保
二

年
の
下
山
川
大
洪
水
の
溺
死
者
を
弔
う
「
流
死

合
需
識
」
{
千
人
出
場
}
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
年
、

t
回
領
の
流
失
家
匝
六
百
七
十
一

戸
、
れ
は
水
家
出
.
ム
打
ヒ
ト
四
戸
、
死
者
行
五
十

八
人
に
及
び
、
多
く
の
溺
死
者
が
流
札
泊
き
ま

し
た
の
で
、
正
一
拍
寺
で
供
養
し
た
の
で
し
た
。

秋
和
は
詩
人
滝
沢
秋
晩

二
八
七
五
|
一
九

五
七
)
の
生
地
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す

家
は
蚕
極
製
造
を
業
と
し
て
い
ま
し
た
。
秋
晩

まゆ玉焼いて無病息災

1月15日に市内各地で恒例に

行われる「どんど焼き」。川西地

区の越戸でも 、3か所に分かれ

て行われました。竹やだるまな

どが勢いよく燃えるなか、たく

さんのまゆ玉を焼いていました。

十
七
哉
の
と
き
「
一
大
野
足
利
兵
衛
の
伝
」
が
、

『
少
年
文
時
』
(
後
に
『
文
印
』
と
改
題
)
の
中
賞

を
受
賞
、
文
学
の
追
を
歩
み
始
め
ま
す
。

明
治
三
十
三
年
、
『
有
明
月
』
を
刊
行
、
文
庫

派
の
詩
人
と
し
て
認
め
ら
れ
、
若
い
詩
人
た
ち

の
育
成
に
も
尽
力
し
ま
し
た
。

昭
和
二
十
二
年
、
詩
人
佐
藤
春
夫
が
訪
れ
て

歓
談
、
秋
暁
に
「
秋
一
日
の
う
た
」
を
贈
り
ま

し
た
。

こ
れ
も
翁
が
も
て
な
し
か

か
へ
る
さ
の
途
月
澄
み
て

興
尽
き
ざ
り
き
忘
れ
め
や

秋
和
の
里
め
秋

一
日

こ
の
持
で
、
秋
和
は
詩
人
の
里
と
し
て
も
知

ら
れ
る
よ
・
つ
に
な
り
ま
し
た
。
秋
晩
は
与
謝
野

鉄
覚
、
伊
良

f
出
白
、
備
制
夜
間
、
小

aM烏
水
、

河
作
酢
名
な
ど
多
く
の
作
家
と
交
遊
が
あ
り
、

明
治
文
担
に
光
彩
を
肱
っ
て
い
ま
す

「
あ
き
わ
め
盟
に
ゆ
相
や
お
く
/
酒
う
る
家
の
さ

ざ
め
き
に
:
:
:
」
と
歌

っ
た
、
伊
良
子
消
自
の

「秋
和
の
里
」
の
詩
も
有
名
で
す

市
指
定
史
跡
の
秋
和
八
幡
大
蔵
京
古
墳
は
、

サンデーうえだ

|毎日曜日 6回放送 |

働

(6時、9時、正午、15時、179寺、22時〉

テレビ版「広報J

UCV(上田ケー

フルピジ‘ョン)

1チャンネルで

ご覧ください。

↑
円
墳
時
代
中
期
の
も
の
で
、
刊
さ
六

・
一
メ
ー

ト
ル
、
墳
底
一
辺
約
三
十
メ
ー
ト
ル
と
規
肢
が

大
き
く
、
世
話
な
文
化
財
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

図
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内案

訂
正
お
わ
び

前

回

二

月

一

uザ
)
の
「
上
回
と

こ
ろ
ど
こ
ろ
⑫

l
諏
訪
部
の
巻
|
」

に
一
部
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
二
段

ん
行
自
の
「
家
数
六
十
」
と
あ
る
の

は
「
家
数
七
十
九
」
で
し
た
。
訂
正

す
る
と
と
も
に
お
わ
び
し
ま
す
。

{ア}
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( 画面
j 潮香 織田百合子

! 白い空 ・立松和平

j 虹の門・・…三好京三
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症
状
の
な
い
と
き
こ
そ

最
近
、
周
り
か
ら
健

康
診
断
を
受
け
た
ほ
う

が
よ
い
と
勧
め
ら
れ
た
の
で
す

回
が
、
自
分
は
健
康
に
自
信
が
あ

り
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
健
慶
診

断
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

L

が
ん
、
心
臓
病
、
脳

広
廿

卒
中
な
ど
の
成
人
病
は

最
初
自
党
症
状
の
な
い
ま
ま
病

気
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
症
状
の
な
い

と
き
に
病
気
を
見
つ
け
れ
ば
早

く
治
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
健
康
な
あ
な
た
|

|
今
ま

で
健
康
に
過
ご
せ
て
こ
れ
た
の

は
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い

受
け
よ
う

健
康
診
断

ま
せ
ん
か
。
な
ぜ
、
今
ま
で
健

康
で
過
ご
せ
た
の
か
、
自
分
の

生
活
を
振
り
返
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
先
も
、

今
の
生
活
を
続
け
て
い
っ
た
と

き
、
健
康
を
保
て
る
か
え
て

く
だ
さ
い
。
自
分
の
休
の
健
康

の
一
つ
の
指
標
と
な
る
の
が
健

康
診
断
で
す
。

-
2月
に
検
診
案
内

で
は
、
健
康
診
断
は
ど
の
よ

う
に
受
け
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ

う
か
。
市
で
実
施
し
て
い
る
髄

康
診
断
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
胃
検
診

1
日
歳
以
上

-
大
腸
検
診

l
ω
歳
以
上

・
乳
房
検
診

l
m
歳
以
上

-
肺
が
ん
検
診

l
ω
歳
以
上

-
基
本
健
康
診
査

1
刊
歳
以
上

・
子
宮
が
ん
検
診

l
初
歳
以
上

・
結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

l
日

歳
以
上

胃
、
大
腸
、
乳
房
の
各
検
診
、

基
本
健
康
診
流
は
、
二
月
十
六

日
付
け
て
自
治
会
を
通
し
て
「
各

種
検
診
の
申
込
書
」
を
お
配
り

-
生
活
を
振
り
返
る

あ
な
た
は
ど
の
健
康
診
断
を

受
け
れ
ば
よ
い
か
自
分
で
決
め

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
病
院

で
治
療
を
受
け
て
い
る
人
は
そ

の
病
院
で
健
康
診
断
を
受
け
た

ほ
う
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

一
つ

め
病
院
で
総
合
的
に
診
て
も
ら

う
必
要
が
あ
る
か
ら
で
す
。

成
人
病
は
習
慣
病
と
い
わ
れ

る
ほ
ど
毎
日
の
生
活
習
制
に
影

響
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
分
の
生

活
を
振
り
返
り
、
自
分
で
健
康

を
作

っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
の

(
保
健
予
防
課
・内
線
1
3
7
6
)

[8) 

男
性
も
女
性
も

聞
い
て
く
だ
さ
い

話
し
て
く
だ
さ
い

7 広報うえだ4.2

来
月
号
か
ら
こ
の
「
窓
」
は
、
あ
な
た
が
聞
く

a
n
t
h
-

コ
ー
ナ
ー
と
な
り
ま
す
。
立
女
の
思
う
こ
と
、

急

F
'

・'・
貴
男
の
提
言
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
き
い
。

い
よ

い
よ
あ
な
た
が
主
役
で
す
。
「
性
に
と
ら
わ
れ

ず
、
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
時
代
を
築
こ
う
」

を
テ
ー
マ
に
、
あ
な
た
の
登
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

E
女
性
差
別
は
男
に
も
不
利

女
性
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
、
不
利
益
な
取

り
扱
い
を
受
け
る
と
い
・
7

「女
性
差
別
」
は
、

女
性
が
人
間
と
し
て
生
き
づ
ら
い
だ
け
て
な
く
、

男
性
の
生
き
方
を
も
秋
め
て
い
る
と
思
い
ま
せ

ん
か
。
女
性
差
別
の
上
に
成
り
立
つ
男
性
社
会

は
、
男
性
の
た
め
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
男
性
だ

け
の
義
務
や
拘
束
か
ら
、
肱
た
れ
た
い
と
願
っ

た
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

-
男
性
へ
の
依
存
改
め
て
・
..
 

女
性
向
身
も
、
女
性
に
対
す
る
偏
見
を
容
認

し
た
り
、
男
性
に
依
存
す
る
姿
勢
を
改
め
て
ほ

し
い
も
の
で
す
。
平
等
を
意
識
し
な
が
ら
生
活

し
て
み
ま
し
ょ
う
。
女
が
い
き
い
き
す
れ
ば
、

男
も
い
き
い
き
す
る
も
の
で
す
。
男
の
変
身
は
、

男
性
自
身
が
望
ん
で
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

・
だ
か
ら
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す

今
ま
で
も
、
お
健
り
、
お
冠
話
で
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
ん
な
に
力
強
く
感
じ
ら

れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
も
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。
(
厚
生
課

・
内
線

1
6
0
7
)
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電
話
で
の
勧
誘
が
多
い

法講
と座最
いを j!I
い勧
ま誘資
すす格
)る取
で商得
ト 法 の
ラ(た
プ士Zめ
ル商にの

が
多
〈
発
生
し
て
い
ま
す

。
事
例

1

駒
山
吋

へ
.
小
山
ぷ
が
あ

リ
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

を
伝
え
た
だ
け
だ
が
、
立
録
番

号
が
と
れ
た
の
で
至
急
入
学
金

を
支
払
う
よ
う
言
わ
れ
た
が
、

げ 有民会館 宮川762 】
照 会開演入湯方法日i 催

91生協セミナー

日 選穣泰子さんの調演

し

畏野生協

⑤4151 
無 料

13: 30 I "(i~F') 

民
岨
咽
ヴ

市

関
回

開

上
劇
毒

161地入会揚演

日1r皐啓スケッチブック」

受
講
す
る
意
思
は
な
い
と
言
っ

た
ら
、
「
支
払
い
が
な
け
れ
ば
、

給
料
を
差
し
押
さ
え
る
」
と
言

ト士?
ラ商
ブ法
ルの

わ
れ
、
納
得
で
き
な
い
ま
ま
送

金
し
た
。

。
事
例

2

仕
J
Y
中
、
長
時
間

に
わ
た
っ
て
屯
請
で
勧
議
さ
れ
、

あ
い
ま
い
な
返
事
を
し
た
ら
契

約
し
た
と
言
わ
れ
断
る
と
、

「国

14: 00 1 '会員券

18:30 )) )) )/ 
18 
ω 

!文 化会館 包f1IiJl;!1]t

で
認
定
し
た
講
座
な
の
に
断
る

の
か
」
と
言
わ
れ
聞
き
入
れ
て

く
れ
な
い

。
事
例

3

電
話
で

「
数
年
前

受
講
し
た
と
き
に
名
前
が
登
録

さ
れ
て
い
る

J

抹
消
す
る
に
は

裁
判
し
か
な
い
が
、
当
社
の
講

座
を
受
講
す
れ
ば
抹
消
し
て
や

る
L

と
強
引
に
勧
一
み
さ
れ
だ

識
を
勧
誘
さ
れ
た
と
き
は
、
そ

の
場
で
の
申
し
込
み
は
避
け
、

周
り
の
人
と
も
よ
く
相
談
し
、

自
分
に
と

っ
て
必
要
な
資
格
か

ど
う
か
よ
く
検
討
す
る
な
ど
慎

重
に
汁
応
す
る
こ
と
か
大
切
で

す
。ま

た
、

は
っ
き
り
断
る

こ
れ
ら
の
が
例
の
よ
う

に
屯

話
て
の
納
品
か
多
い

の
で
、
相

手
む
の

一
打
的
な
品
明
や
勧
み

の
べ
i
ス
に
乗
せ
ら
れ
る
こ
と

な
く
、
必
要
が
な
い
と
思

っ
た

ら
、
は

っ
き
り
断
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
資
格
取
得
講
座
の
受

)/ 
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東郷堂

@72凹14:00 
91新聞少年 ・少女激励会

日 iおよび~業式

品
比

企
T

繍婦寡

会

一
子

修

一
目
句
研

一
区

者

一
地

導

一
信

指

一
策

会

一
一
間
開

よ田市母子
福 祉 会

⑫5131 

料 |農村g備諜

|坂部

②4538 

10:00 

13:301熊

13:30 

ート一一

f
 

鎌

一
室

農

一
教

と

一
ノ

会

発

一
ア

演

関

一
ピ

会

講

媛

一
等

表

築

地

一
律

発

農

r

一
中

自

@

一3

1
⑮

不
用
田
に
な
っ
た
も
の
、
ほ

し
い
も
の
や
か
あ
り
ま
し
た
ら

生
活
環
境
課

〈
内
線
A
1
3
9

0
〉
へ
ご
連
絡
を
。

監

広報うえだ4.2.1

。
ゆ
ず
り
ま
す

マ
ベ
ビ

l
布

団

無

料

マ

妊

婦

用

ジ

ャ

ン

パ
ー

ス

カ

ー

ト

無

料

マ
ベ
ビ

l
パ

ス

無

料

マ
レ
コ
ー
ド
プ
レ
ー
ヤ
ー

二
一
千
五
百
問

マ
屯
気
こ
た

つ

千
五

.h円

マ
削
除
機

千
円

マ
屯
気
張

(一ニ
i
四
ム
ユ
千
円

マ
ス

タ
ア
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ

(
附
|
的
・
日
刊
}
一
品
し

合
い

7
k
f
m門
松
山
中
川
燃
料

マ
三
輪
バ

イ

ク

話

し
合
い

マ
大
人
川
口
い
松
市

二
千

五
百
同

マ
ガ
ス
オ
ー
プ

ン

燃
料

マ
.h油

ふ
ろ
用

ボ

イ

ラ

ー

無

料

マ
二
段
ベ

y

ド

五
千
円

マ
ス
キ

l
一
式

(靴
幻
村

-n
H)

各
三
千
円

マ
ス
ケ
ー
ト
靴

(
幻
い

・
幻
判
)

各
千
円

マ
お
茶
道
具
話
し
合
い

マ
着
物

話
し
合
い

ロ
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

マ
ベ
ビ
ー
カ
ー
マ
ワ
ー
プ
ロ

マ
定
子
レ

ン
ジ

マ
テ
レ
ビ
マ
食
器
乾
燥
機

マ
子
ど

も
用
自
転
車

マ
石
油
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー

マ

洋
服
た
ん
す

マ
ス
キ
ー
ウ
ェ
ア

マ
編
み
機

マ
圧
力
な

ベ

マ
ゴ
ル

フ
道
具

一
式

マ
ト
ロ

ン

ボ
ー

ン

マ

キ

タ

!

マ

屯
気
オ
ル
ガ

ン

マ
ダ
ブ

ル
ベ

ヴ
ド

[g] 
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マイ

タウ ン
MYTOWN 
||提|言|

-・:
・
今
月
の
テ

l
マ
:
:
:
:

…
成
人
式
に
参
加
し
て

今
年
の
成
人
式
は
ス
タ
イ
ル
老
少
…

…
し
変
え
て
、
式
典
や
講
演
会
の
前
に

…

…
別
会
場
で
参
加
者
の
交
流
会
を
セ
ッ

…

一
卜
し
て
み
ま
し
た
。
参
加
者
に
成
人

一

…
と
な
っ
た
感
想
、
成
人
式
の
あ
り
方

…

一
に
つ
い
て
聞
い
て
み
ま
し
た
。

金明願寺、，
(大屋)

社
会
人
と
し
て
自
覚
を

「
二
十
歳
」
と
い
う
の
は
、
社
会
を
し

よ
っ
て
立
つ
の
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
年
に

な
っ
た
と
い
う
こ
と
、
つ
ま
り
、
も
う

一
人
前
の
大
人
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。
そ
ん
な
な
昧
で
、
こ
れ
か
ら
は

社
会
人
と
し
て
の
自
党
を
も
た
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

成
人
式
は
、
と
に
か
く
混
雑
し
て
い

て
、
講
演
な
ど
が
よ
く
聞
こ
え
ま
せ
ん

で
し
た
。
も
っ
と
会
場
内
を
中
学
位

芭ん

引

灘

釦
l

-

話

役

臓

お

宮

σ

興
味
深
い
伝
説
や
寺
伝

昔
か
ら
、
「
こ
ん
の
づ
様
」
と
親
し

ま
れ
て
き
た

こ
の
五
輪
塔
は
、
鎌
倉

時
代
の
も
の
と
し
て
、
県
下
で
最
古

最
大
で
、
日
さ
は
こ
じ
を
超
え
ま
す
。

昭
和
四
十
九
年
以
宝
に
指
定
さ
れ
て

か
ら
、
地
元
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
、

参
道
や
境
内
が
整
備
さ
れ
、
小
公
園

と
し
て
も
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

で
整
期
刊
す
る
な
ど
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
で
も
、
成
人
式
と
い
う
場
で
、

久
し
ぶ
り
に
同
級
生
に
会
え
た
こ
と
が

二
十
歳
の
実
感
を
よ
り
強
く
し
て
く
れ

た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

交
流
会
は
何
の
だ
め
に

成
人
式
を
迎
え
、
大
人
の
仲
間
入
リ

と
い

っ
て
も
、
ま
だ
ま
だ
ピ
ン
と
き
ま

せ
ん
。
正
月
や
誕
生
日
が
き
た
の
と
閉

じ
感
覚
で
す
。
自
分
に
と
っ
て
た
だ
言

え
る
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
も
気
負
わ
な

障
問
の
法
樹
院
の
寺
伝
に
よ
る
と
、

ω

一
一
八
六
年
(
文
治
二
年
て

こ
の
地

い

に
金
王
曜
を
創
建
し
た
渋
谷
土
佐
入

道
昌
順
の
墓
塔
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
最
近
の
研
究
の
結
果
、
そ
れ

が
ほ
ぼ
確
か
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

っ

て
い
ま
す
ま
た
、
伝
承
と
し
て

間
に
あ

っ
た
問
城
主

・
岡
村
権
三
左

衛
門
が
源
頼
信
に
攻
め
ら
れ
落
城
し

た
と
き
、
こ

の
地
で
亡
く
な
っ
た
た

め
、
そ
の
供
養
塔
で
あ
る
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

山
崎
立
年
代
は
不
明
で
す
が
、
水
輸

の
膨
み
、
火
輪
の
反
り
の
美
し
さ
な

ど
、
鎌
倉
時
代
の
五
輪
塔
に
ふ
さ
わ

し
い
形
を
し
て
い
ま
す
。

広穂うえだ4.2.1

旭
国
に
ス
ケ
ー
ト
梱
帽
を

平
林
瑠
璃
子
ち
ゃ
ん

(
中
塩
田
小
3
年
)



4き>

い
で
、
今
ま
で
ど
お
り
マ
イ
ペ
ー
ス
で

い
く
こ
と
|。

農
協
会
館
で
の
交
流
会
で
す
が
、
一

人
で
出
席
し
て
い
る
人
の
『
」
と
も
配
慮

し
て
ほ
し
い
。
ど
う
い
う
ね
ら
い
で
設

営
さ
れ
た
の
か
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。

会
場
も
移
動
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

し・
:

や
は
り
、
一
会
場
で
全
部
済
ま

せ
た
ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

コ
ー

ヒ
ー
や
ジ
ュ
ー
ス
を
用
意
し
て
く
れ
た

の
は
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。

‘¥ 
高木広美三

(JlI辺町)

も
っ
と
厳
粛
な
態
度
で

わ
た
し
は
ま
だ
学
生
の
身
な
の
で
、

社
会
人
と
し
て
の
実
感
が
わ
か
な
い
の

が
正
直
な
公
持
ち
で
す
け
れ
ど
、
こ

れ
か
ら
は
、
社
会
的
に
も
大
人
と
し
て

J
」
ん
な
広
報

-
次
回
(
三
月
一
日
号
)
は

紙
を
望
む
」
で
す
。

皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
広
報
紙
と
す
る
た

め
、
二
年
前

A
4
判
サ
イ
ズ
に
紋
様
体
甘
え
し

た

「
広
報
う
え
だ
」
|。

こ
れ
を
機
に
、
さ

ら
に
内
容
を
充
実
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、

「
こ
ん
な
特
集
を
」
「
も
っ
と
ピ
ジ

ュ
ア
ル
に
」
な
ど
皆
さ
ん
か
ら
の
提
言

・
意

見

・
ア
イ
デ
ィ
ア
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

〔
応
募
方
法
〕

投
稿
、
屯
話
で
、
二
月
十
七

円
仰
ま
で
に
秘
苫
諜

(内
線

1
1
1
2
)
へ

お
願
い
し
ま
す
e

投
稿
の
場
合
は
仲
間
所
、
氏

名
、
屯
話
番
号
も
占
い
て
く
だ
さ
い
。
採
用

者
に
は
「
特
製
タ
オ
ル
」
を
進
呈
し
ま
す
。

生
島
足
島
神
社
前
の

ケ

ヤ

キ

(
昭
和
泊
年
ご
ろ
)

道
は
く
ね
く
ね
、

で
こ
ぼ
・
』

小
林
賢
蔵
川

(
引
歳
・蛇
沢
)

約
三
十
年
前
、
息
チ
の
修
学
旅
行
の
と
き
に

到
っ
た
カ
メ
ラ

(確
か

「
キ
ャ
ノ
ネ

ッ
ト
」
)

で
搬

っ
た
も
の
で
す
。
昭
和
三
十
九
年
の
東
京

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク
の
始
ま
る
前
で
、
こ
の
道
路
が

将
来
整
備
さ
れ
て
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
と
思

っ
て
、
シ
ャ

ッ
タ
ー
を
切
り
ま
し
た
。

(
当
時

は
郁
迫
。
現
在
主
要
地
方
道
上
回
丸
下
線
)
道

は
山
が
り
く
ね
り
、
ケ
ヤ
キ
・
の
州
側
を
自
動
中

が
ぬ
う
よ
う
に
走

っ
て
い
ま
し
た
。

切
り
絵
グ
ル
ー
プ

ま
ほ
ろ
ば

わ
た
し
の
住
ん
で
い
る
塩
田
に
は
、

大
き
な
ス
ケ
ー
ト
場
が
あ
り
ま
せ
ん
。

市
民
の
森
ス
ケ
ー
ト
場
ま
で
少
し
遠

い
し
、
山
ま
で
行
か
な
く
て
も
近
く

に
あ
れ
ば
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
に

付
い
て
行
っ
て
も
ら
わ
な
く
て
も
い

い
の
に
と
思
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
滑

り
た
い
、
い

っ
ぱ
い
練
判
し
た
い

の

に
桟
念
で
す
。
近
く
に
あ
れ
ば
、
学

校
だ

っ
て
力
を
も
っ
と
入
札
て
く
れ

る
と
思
い
ま
す
。

「会員はt.i凹の主婦がほとんど。

原画の企画 ・構成が慨しい」と斎

藤さん。材料は県の阿m紙とカッ

タ一、スプレーのりなど。「近〈、

このカレンダ-4年分をまとめて

本にしたい」とも。問い合わせは

斎藤さん (宮⑬5229)まで。

発足して今年で8年目、メンパ

ーは会長の斎藤孝さんはじめ9人。

坂田公民館で毎月第3土附日の午

後l時30分から、益子姉之さんを

，1持師に迎え、地元塩田を題材とし

た切り絵カレンダーを主に作って

います。

広範うえだ4.2.1.‘Eaa-
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の
扱
い
を
受
け
る
の
で
、
自
分
肉
身
に

責
任
あ
る
行
動
を
心
が
け
、
少
し
で
も

社
会
の
た
め
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
努

力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

成
人
式
の
感
想
は
、
こ
の
よ
う
な
席

に
出
席
で
き
た
こ
と
を
と
て
も
幸
せ
に

感
じ
ま
し
た
。
出
席
者
が
も
う
少
し
式

に
け
し
、
戯
織
な
態
度
で
臨
む
べ
き
だ

と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
今
出
取

り
入
れ
た
交
流
会
は
、
た
い
へ
ん
良
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。
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下
水
道
使
用
料
金
を

改
定
し
ま
す

下
水
道
課
(
内
線
1
5
3
3
)

下
水
道
は
、
わ
た
し
た
ち
が
衛
生

的
で
快
適
な
生
活
を
常
む
う
え
で
、

ま
た
、
河
川
な
ど
の
汚
れ
を
防
ぐ
た

め
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
施
設
で
す
。

下
水
道
の
早
期
整
備
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
も
強
く
望
ま
れ
て
お
り
、

市
で
も
、
米
山
設
備
地
区
の
下
水
道
建

設
を
積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
c

.

こ
の
下
水
道
施
設
を
管
理
運
営
し

て
い
く
た
め
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
か

ら
使
用
料
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

現
花
の
使
用
料
収
入
で
は
、
こ
の
紅

貨
を
賄
う
こ
と
が
で
き
ず
、
不
足
額

は
、
市
悦
等
で
補
っ
て
い
ま
す
。

下
水
道
を
利
用
さ
れ
て
い
る
皆
さ

ん
が
受
け
る
利
益
は
、
未
整
備
地
区

の
皆
さ
ん
に
比
べ
、
大
き
な
も
の
が

あ
リ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
不
足
額
を
市
税
等
で

補
う
こ
と
は
、
未
挫
附
地
区
の
皆
さ

ん
と
負
担
の
公
平
を
欠
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
、
こ
れ
か
ら
の
下
水
道
紫
備
を

進
め
て
い
く
う
え
で
も
杉
特
が
出
て

き
ま
す
。

こ
の
不
足
額
は
年
々
増
加
し
て
お

リ
、
平
成
二
年
度
で
約
四
億
五
千
万

円
の
不
足
、
ま
た
、
現
行
使
用
料
金

の
ま
ま
で
す
と
、
平
成
四
年
度
か
ら

六
年
度
ま
で
の
三
年
間
で
、
合
計
約

二
十
三
億
円
の
不
足
が
見
込
ま
れ
ま

す
。

こ
れ
は
主
に
次
の
理
由
に
よ
る

も
の
で
す
。

O
年
数
経
過
に
よ
り
、
地
設
な
ど
が

老
朽
化
し
、
そ
の
補
修
や
改
良
等
の

費
用
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
。

O
下
水
道
幣
備
の
進
展
に
伴
い
、
汚

水
を
処
理
す
る
た
め
の
賀
用
が
増
加

し
て
い
る
こ
と
。

O
下
水
道
の
建
設
伐
と
し
て
借
入
れ

た
併
入
金
の
返
前
傾
が
増
加
し
て
い

'
h
v
~
}
し
」

今
固
め
料
金
改
定
は
、
こ
の
収
入

不
足
の
一
部
を
補
う
た
め
お
願
い
す

る
も
の
で
す
。

平
成
四
年
度
か
ら
六
年
度
ま
で
の

三
年
間
を
算
定
期
間
と
し
て
い
ま
す
。

平
山
吋
改
定
率
は
三
四
%
で
す
。
現

行
の
使
用
料
は
、
昭
和
六
十
二
年
十

二
月
に
改
定
さ
れ
た
も
の
に
、

一平
成

元
年
四
月
の
消
費
税
導
入
に
係
る
改

定
を
加
え
た
も
の
で
、
県
内
で
最
も

此
い
使
用
料
と
な
っ
て
い
ま
す

下
水
道
使
用
料
金
は
、
上
水
道
料

金
と
一
緒
に
二
か
月
分
を
ま
と
め
て

納
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
新
料

金
は
四
月
分
か
ら
通
用
と
な
り
ま
す

の
で
、

一二
月
分
は
旧
料
金
で
、
四
月

分
は
新
料
金
で
計
算
し
、
合
計
し
た

料
金
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

下
水
道
会
計
の
厳
し
い
現
況
を
ご

理
解
い
た
だ
き
、
利
用
者
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

下水道使用料金表(4月分使用料より適用)

官そ
符 ~ (1カ月にウさ }

怯*斜金 越 j飴 料全

水 181 科~~ 水 枇 1m'につき

9m'以1.:30肝以下 9WJ 

31m・以上初m以下 105円

8m' 51 rn'以上l∞訂以下 115J.1J 
-A世間 680問

以下 101m'以上3∞耐以下 120問

301m'以上500間 以下 130円

501m'以上 J35flJ 

公衆浴場周 1mにつき 9円

③
①
料
金
表
で
算
定
し
た
額
に
別
分

の

mを
乗
じ
た
額
が
使
用
料
金
と
な

り
ま
す
。
②
一
か
月
に
却
耐
使
用
し

た
場
合
1

1
一
問
円

+
(
m
M
1
8

耐
)
×
回
円
一
×
川

l
m円

(12) 広報うえだ4.2.1
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減

⑦

を

~

み戸、

『
分
別
回
収
』

全
市
で
早
く

ご
め
い
福
を

お
祈
り
し
ま
す

秋

山

静

馬

南

天

神

町

引

収

口

千

代

子

学

海

南

犯

甲

田

君

江

五

加

剖

松

川

忠

雄

下

之

郷

部

沌

塚

久

志

新

目

白

地
問

忠

下

室

賀

九

北

沢

し

げ

よ

上

塩

尻

叩

浜

村

貞

勝

諏

訪

部

M
W

佐
藤
マ
サ
エ
神
科
新
屋
幻

竹

内

秀

夫

諏

訪

形

回

竹

田

利

一

院

内

臼

足

立

ミ

ツ

ギ

下

塩

尻

部

佐

藤

仁

志

梅

が

丘

0

〈

M
M
月
届
け
出
分

・
叡
称
略
〉

春
原
通
兄

丸
田
チ
ヨ
ノ

林
ハ
ツ
オ

飯
島
喜
美
男

赤
岡
く
に
よ

小
山
正
樹

中伊中新下林
勢 背 之

村山 野田木郷

81 87 75 66 71 80 

丸山たか三

/緑が丘自治会1
1資源回収委員/

市
で
は
、
燃
え
る
ご
み
の
中
か
ら

寸
資
源
」
を
回
収
し
よ
う
と
、
昨
年

七
月
か
ら
モ
デ
ル
自
治
会
(
西
野
竹
・

緑
が
丘

・
南
天
神
町
)
に
よ
る
試
行

を
始
め
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、

緑
が
丘
自
治
会
(
成
沢
文
雄
会
長

・

二
百
三
十
世
帯
)
の
回
収
状
況
を
同

自
治
会
の
資
源
回
収
委
員

・
九
山
た

か
さ
ん
に
お
伺
い
し
ま
し
た
。

-
前
日
に
も
出
せ
る
よ
う
に
し
た

緑
が
丘
自
治
会
は

P
T
A
方
式
と

い
わ
札
、

P
T
A
の
役
員
さ
ん
た
ち

が
柏
極
的
に
協
力
し
て
く
れ
て
い
ま

す
。
毎
月
第
三
月
曜
日
を
回
収
日
と

決
め
、
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
緑
が

丘
会
館
と
し
ま
し
た
。

特
徴
は
、
前
日
の
日
曜
日
に
も
出

せ
る
よ
う
に
し
た
こ
と
。

こ
れ
が
ミ

ソ
で
、
若
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
世
帯
の

人
に
も
出
し
や
す
く
し
た
た
め
な
ん

で
す
。
主
に
県
営
住
宅
な
ど
に
住
む

若
い
層
は
前
日
に
、
お
年
寄
り
な
ど

が
い
る
個
人
住
宅
で
は
当
日
出
す
ケ

ー
ス
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
一

般
ご
み
は
前
日
に
は
出
せ
な
い

の
で

気
を
付
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

当
番
の
役
員
さ
ん
は
前
日
に
「
資

源
」
の
分
類
用
プ
レ
ー
ト
板
を
置
い

て
段
取
り
を
付
け
て
お
き
ま
す
。
回

収
当
日
に
は
、
自
治
会
の
三
役
さ
ん

も
立
ち
合
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
回

収
結
果
に
つ
い
て
は
、
凶
収
回
以
と
業

者
へ
の
買
い
取
リ
価
格
な
ど
を
ま
と

め
、
各
世
帯
へ
回
覧
す
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
次
回
へ
の
励
み
に
も
な

り
ま
す
か
ら
・:
。

武

井

と

き

鎌

原

隊
村
直
之
永
一
半
過

加
藤
今
士
口
上
常
問

中

川

ト

シ

ミ

染

屋

北

原

君

上

鍛

冶

町

唐

沢

ゅ

う

上

常

田

柳

沢

東

一

郎

新

田

浅

い

突

き

よ

泉

平

佐

藤

武

江

北

大

手

永

井

好

久

伊

勢

山

竹

内

ミ

ト

中

之

条

菊
係
ゃ
い
ざ
く
よ
川
原
柳
町

金
島
袈
裟
六
金
剛
寺

86 85 58 52 67 84 85 87 97 81 84 87 81 

南

波

礼

次

郎

下

室

貸

別

細

谷

く

に

の

長

島

倒

太

田

武

山

石

下

町

∞

古

問

清

北

大

手

郡

山
崎

広

己

岡

町

中

沢

勝

新

屋

付

南

波

志

津

め

石

神

η

手
塚
丑
太
郎
学
海
南

ω

荻
原
み
ち
よ
上
川
原
柳
町
卯

若

林

秋

人

神

畑

η

山

岸

点

徳

岩

清

水

位

岡

本

初

枝

上

塩

尻

印

関

寿

夫

新

聞

m
∞

吋

4
3
の
£
t
サ
ペ
あ
心
会
人
柄

が
次
母
ふ
す
丈
f
i
q

-
早
く
全
市
で
実
施
し
て
ほ
し
い

今
後
は
、
市
へ
の
要
望
と
し
て
、

全
自
治
会
が
な
る
べ
く
早
〈
、
」
の
分

別
回
収
を
実
施
し
て
ほ
し
い
こ
と
で

す
。

モ
デ
ル
自
治
会
の
人
た
ち
だ
け

で
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
や
っ
て
い

て
も
、
あ
ま
り
い
な
昧
が
あ
り
ま
せ
ん
。

わ
た
し
た
ち
に
も
張
り
合
い
が
な
い

と
い
う
か
・:
。
お
金
が
か
か
る
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
。

宮

沢

光

子

川

辺

町

安
藤
博
重

国

分

斎
藤
元
繁
緑
が
丘
北

吉

野

袈

裟

入

手

塚

中
沢
す
い
を
末
広
町

小

林

紀

子

金

井

久

保

田

小

松

森

坂

口

正

泰

諏

訪

形

茅
野
ち
か
の
金
剛
寺

上

野

誕

生

壕

清

水

清

北

大

手

赤
羽
音
次
郎
伊
勢
山

間

島

志

げ

子

小

泉

77 79 74 60 94 70 84 27 89 79 66 82 57 

横
関
柳
子

宮
林
ふ
み
子

藤
極
雪
子

浜
村
良
二

六
川
保
重

松
林
忠
作

松
井
桝
登

丸
山
き
よ
江

北

沢

拓

石
川
み
つ
い

竹
内
政
代

武
田
む
め

三
好
町

上
本
郷

保

野

五

加

中
吉
田

西
野
竹

半

過

下
塩
尻

御

所

中
之
条

下
塩
尻

三
好
町

92 85 76 50 65 81 83 85 61 66 84 76 
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、
民
間

正
し
く
早
め
に
f

2
月
げ

i
3
月
市
白

市
県

民

税

の

申

告

(下
段
に
説
明

圃
市
県
民
税
dm申
告
協
…

圃
「
女
性
と
法
律
』
と

l

・

l

圃

早

め

に

市

民

会

館

ヘ

…

圃

題

し

マ

講

演

会

開

催

今
年
も
市
県
民
税

・
所
得
税
確
定

…

第
四
回
女
性
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

…

の
申
告
を
し
て
い
た
だ
く
時
期
に
な

一
で
は
、
次
の
と
お
り
公
開
講
座
を
開

…

り
ま
し
た
。
二
月
十
七
日
聞
か
ら
三
…

き
ま
す
。
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ど

い

月
十
六
日
間
ま
で
で
す
が
、
期
限
問

…
う
ぞ
。

近
に
な
り
ま
す
と
、
た
い
へ
ん
混
雑

…

マ

と

き

二
月
十
八
日

ω午
後
二

…

し
て
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と

一
時

マ
と
こ
ろ

働
く
婦
人
の
家
(材

…

に
な
り
ま
す
。
早
め
に
申
告
を
し
て

…
木

町

二

マ
内
容

弁
護
士
中
村
田

…

く
だ
さ
い
。

…
鶴
子
さ
ん
の
講
棋
で
「
女
性
と
法
律
」

…

詳
し
く
は
、
自
治
会
を
通
じ
て
お

…

マ

問
い
合
わ
せ

厚
生
課
(
内
線

…

配
り
し
た
「
市
県
民
税
申
告
の
手
引

…
1
6
0
7
)

き
」
を
ご
覧
れ
だ
さ
い
。

…
圃

市

に

物

昂

納

入

「

見

※
お
願
い

胡
育
園
へ
提
出
す
る
証

…
圃

…
明
を
希
望
す
る
人
は
、
必
ず
申
告
相

…
圃

積

参

加

願

』

め

提

出

一
談
時
に
担
当
者
へ
申
し
出
て
く
だ
さ

一

平
成
四
年
度
に
市
が
購
入
す
る
物

…

…
口
聞
の
見
積
も
り
に
参
加
を
希
望
す
る

…

…
マ
問
い
合
わ
せ

①
二
月
十
五
日

ω
…
か
た
は
、
「
見
桜
参
加
願
」
が
必
要

…

…
ま
で
は
市
民
税
課
(
内
線
1
2
8
1
…
で
す
。

…

…
1
1
2
8
4
)
へ
②
二
月
十
七
日
開

…

マ

受

付
期
間

二
月
一
日
出
か
ら

…

…
か
ら
三
月
十
六
日
開
ま
で
は
市
民
会

…
同
二
十
九
日
出
ま
で

マ
そ
の
他

…
館
申
告
会
場
(
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上田地域広域行政事務

組合職員を募集します

く職種〉 技能労務職(技術員・

業務員等)

〈応募資格〉 次のいずれにも

当てはまる人 ①昭和32年4

月2日以降に生まれた人②平

成3年 4月1日現在、上田市-

JL子町 ・長門町 ・東部町・ 真

田町 ・武石付 ・和田村 ・青木

村の住民または一時他市町村

に軒住しているが、家族はこ

れらの市町村氏である人

〈試験日> 3月16日(月)午前9

時

〈科目〉 一般教養試験(高卒

程度)・面接 ・作文 ・体力検査

く人員〉 若干名

〈採用条件〉上回地域広域行

政事務組合職員に採用し 、給

与は組合条例によ 1)支給しま

す。(勤務先は ~;Ií-浄国)

〈必要書類〉①受験申込昔((組

合ギ務局にあります。)②履歴

書(高校在学者は統一応募書

類を、その他の人については

事務局にあるものを使用して

ください。)③健康診断書(公

立医療機関で受診したもの)

④62円切手添付の二重封筒

(合否連絡用、あて名記入)

く申し込み> 3月6日掛(た

だし、第2・第4土曜日は閉

庁)までによ田地競広域行政

事務組合事務局へ(上回創造

館内、包⑫2130)
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保健 tt 
保健予防課(内線 1374)

百日ぜき・ジフテリア・破傷風

三種混合予防接種(2回目)

2回目以降を別表のとおリ行います。 1月に 1期 1

回目を接種できなかった子どもさんも予備臼まで含め

ると 3回できますので、お受けくださし、。詳しく は、

1月1日付け「広報うえだJ をご覧くださ L、
接種時間は各会場とも 、午後 1時30分から 211寺30分

までです。

平成4年度

三種混合予防接種目程表(後期)

dコ~ 劫;i 名
災施日

対象 地 区
2四百 3回目

保健センター 2 3 雨宮11・北部
(市役所南斤合2階) 月 月

館
12 4 

I11 辺 町 azC与z 日 日 川jll.泉凹

上野が E公民館
(特 (Iji) 神科 ・盟殿

保健センター 2 3 
問宮11. ~瓦Fri.

(市役所南n-:11"2階) 月 月
14 6 

塩田母子健康センター 日制 日制 ，~ m 
川西社会福生lI:センター 2 3 川 西

ニ好町 会館
/ / 
18(・:kl lH付 城下

保健センタ ー 2 3 
京高f，・中央

(市役所南庁舎2階) 月 月
19 13 

神川地区公民館 町村 日(11) 告11川

予 4月7日{刈
南部・北部・商高11・騒乱j元・

保健センター 川辺・泉国・神科・22鍛
ml 

(市役所衛庁7;-21;野)
4日8日(/J¥)

束帝1，・中央・城下・ド11川・
日 I瓦問・川西

※駐車場が狭いため、なるべく寧での来場はご遠慮を。

長野県学生寮入寮者を募集

募集人員…男子75人程度 入寮期間...4年以内

入寮費…30，000円 寮費…月額14，000円。その

他食費 (月吉rUl，OOO円桂皮)と電気料(月額1，000

円程度) 申込資格・・・県出身者で、学生裂から通

学できる大学、短大、各種専門学校などに平成4

年入学:を予定している人など 問い合わせ…上小

地方事務所建築課(包⑫1260)

広報モニターやってみませんかf
一一あなたの意見・提案を「広報」に一一

市では、「広報うえだ」が市民の皆さんに、より

親しまれ、より読まれるものにしていくため、次

によリ平成4年度の広報モニターを募集します。

モニ ターの皆さんには、広報に対する意見や提

案な どをお寄せいただき 、市民参加の紙面作りの

一端を担っていただきます。官ってどうぞ。

b応募資格 20歳以上の市内在住者(公務員除

<) !>募集人員 一般公募10人桂度 !>任期

委嘱の日から翌年3月31日まで b職務内容 ① 

モニタ一会議への出席 (年 3回の予定)②アンケ

ー トへの協力など !>謝礼 記念品を贈呈 b応

募方法 はがきに住所、氏名(ふりがな)、年齢、

職業、電話番号、「広報うえだへひとこと」を書い

て、 3月16日(月)までに秘書課(干386市内大手 1-

11-16)へo !>問い合わせ 秘書課(内線1112)

広IIIラ左足'14.2.1 [16) 
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